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響

之
を
生
産
者

の
立
場
よ
り
見
て

『
純
生
産
物
」
差

手

る

一
ご
き
は
、
事
貿
純
生
産

ビ
維
生
産
物

ε
を
塵
別
す
る
郵
が
不
可
能
で
あ
り
、
從

っ
て
事
實
上
に
於
て
、
斯
學

の
主

題
を
限
定
す
る
事
が
出
来
ぬ
・
ξ

な
る
の
で
あ
る
61北
国
讐

響

ん
已

て
こ
の
純
生
霧

を
馨

配
者
の

蜘
磐

岬
撫

羅

磁

藷

知

髄
鍵

継

切
観
櫻

縫

離

籍

編

舗

幽

趣

灘

儲
姻
訪

四

一
接

に
、
考
察

下
る
こ
ご
に
よ
b

て
、
純

生
産

物

を
、
そ

の
貨
幣
償
格

に
於

て
捕
捉

せ
ん

ご
す

る
の
で
あ

る
。
然

し

叩

…

撃

は
到
底
こ
の
驀

然

の
馨

の
み
に
よ
薯

は
楚

す
る
を

は
暴

民

の
で
あ
る
・
響

な
れ
ば
藪

融

駿

て
は
、
そ
の
讐

力
な
・
も
の
董

に
轟

毒

っ
て
き
て
、蹄
す
・
三

ろ
磐

は
、箸

羅

文
締

生

w

.

霧

を
や
は
最

り
扱
は
凝

な
ら
睾

妥

・
か
ら
で
あ
・
.
斯
-
し
て
算

の
も
髪

続

生
霧

そ
の
む

,
個

●

'

、



一
の
宣

・
富
ε
せ
.ん
ε
す
・
膣

、
蕎

之
霞

定
文

事
が
出
来
な

く
な
を

「棄

の
で
あ
.る
あ

加
之
彼
は

更

に
進
ん
で
、
・
く
の
如
早

る
こ
・
に
よ
・
て
・
、
錘

・
壷

・
・
冨
・
養

計
撃

・
妻

翻

能
に
な
.

を

云
ふ
の
で
あ
る
.
孕

り
前
述
せ
し
㌍

.痙

業

者
の
芋

論
藻

、
多
ぐ
募

.増
加
減
少
妄

ふ
事
に
關

τ

慮

る
の
で
・
・
が
q
、星

霜

」
や
奮

幣
所
得
」
芸

ぎ

墓

以
・
墨

の
宝
勢

垂

蓬

義
し
て
は
、

動

奮

の
婁

養

計
挙

身

晴

來
誤

.
何
蒙

れ
ば
、
先
翼

・
媛

・
金

物
の
集
團

の
間
に
於
て
・

其
量
寛

較
。
綬

ざ
る
事
笏

論
で
あ
・
、
例
ば
麺
包

一
塊
、
牛
肉

=
斤
・
・
-
二

本
よ
晟

る
生
産
犠
の

…

面

こ
、
麺
包
二
塊
、
果
竺

個
、
ゴ

⊥

錐
、
よ
-
・
・
主
務

の
一
響

を
・
北
撃

る
忌

は
・
困
難

一
で
あ
る
。
詫

、
然
・
笙

霧

雲

景
に
よ
る
慧

墾

、
そ
の
解

に
よ
っ
て
す
れ
ば
如
何
芸

ふ
に
・
そ

.

が
同
豊

岡
緋

に
・の
る
生
霧

の
藁
囲
・
彪

於
・
…

ざ
・
腰
鼓

、
假
令
如
何
・
・
…

以
て
そ
の

　鰹

馨

ε
す
・
も
、
・
・
罐

肇

は
そ

・
異

・
れ
・
物

・
薬
圃
の
聞

・
謬

里

の
意
味
.害

す
.垂

を
得

.

な
い
か
ら
、
こ
の
比
較
秤
量
も
ま
た
、
同
2

無
意
義
ε
な
重

い
ふ
の
で
あ

る
け
・

整

垂

　

彼
・
讐

物
そ
　

　

以
・
新
里
の
士
参

す
る
識

そ
を
麗

物
集

華

一

謡

酵

糞

舞

認
碧
肇

納
の慈
籍
麟

銘

漸∵
…

.

。
、
、彼
は
,
は
曇

人
間

の
外
界
に
あ

　

・
が
人
間
に
與

ふ
・
彙

、
即

・
　

　

・
・
で
・
け
・
婆

・
開

講

…
ご
、
主

張
す

る

の
で
あ

る
。
以
下
進
ん

で
比

熱

を
明
か
に

し

や
う
。

W
W

一

喫

は
冒

の
物
讐

・
筈

・
・
誓

;

・…
;

・
・…

透

-

・①∩.　

葺

..;
　

a
.'

溜

…・訓
説
.

　

…

覆

霧

釦

=
.

・
蓉

(舞

十
三
}

圭

口



論

説

‡

ナ
。
の
密

饗

・
望

・
三

筆

糞

篁

號

壷

茜

量

質
.一・.
。
.功=
舞

k

。
『
α
.笛、・。
・
・,
⑤
6
§

垂

撃

、居

・
.
此
が

彼

・
量

の
馨

の
主
観

化
で

を

が
♂

下
是

一
に
謝

し
て
彼

の
共
理
由

こ
す

る
ε

こ
ろ
、
及

び
こ

の
意

味

を
明
か

に
し

や
う
。

.

一
晩
づ
彼
が
其
理
由
手

蓼

こ
ろ
雰

け
て
述

べ
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
・

.

研騒

羅

語

聾

け尻縫

灘

難

蓑

鍵
鑓
吻

蕩

及
勤
禁

そ
を
得
・
る
人
に
與
窒

響

鍵

・
尺
度
・
牽

。
即
・
或
金
額
の
所
得

・
叉
銭

貨
物
及
勤

漫

織

る
所
得
を
掌

る
播

全

・
人
の
茜

・
、
他
の
斯
・
所
磐

孕

る
他
の
個
人
蛋

人
の
集
響

の
生
計
詫

...
。ぎ

養

し
智

ん
ε

…

の
で
・
・
≦
固
ふ

忌

・
嘉

に
明
に
な
つ
泰

π
・芸

ふ

鞍

熱

離
㍊

薙

縁
伽躍
麗
.9
　羅
講

瀦
雛
羅

・

本
的
。
る
農

。
、
我
々
の
総

べ
て
茎

等

し
て
、
現
・
あ

・
が
如
泰

動

爵

岳

.
「
=
一
目

を
し
て
み
る

.

の
は
霰

な
る
か
、
義

々
の
中
の
或
巻
筆

均
よ
　

善

豊
か
な
郭

・
・
し
・
聾

者
筆

均
　

鑑

1

贋
し
き
生
計
覆

し
て
居

・
の
は
何
整

・
か
・
云
ふ
事
で
あ

・
、
芸

う
て
る
る
・

き

し

伊
加
轟

蓬

璽

の
舞

・
・
つ
羨

望

蟻

樂
畿

の
妻

、
響

入
が
蓮

に
よ
っ
て
得
る
餐

は
・

郡

享
受
せ
、
.る
、
蕩

、
済

舞

・
盆

昆

働
事

・
・
で
・
・
妄

ふ
萎

が
・
曝

せ
ら
れ
て
秀

妄

盤　

　

ふ

の
で

あ

み

む

ロ

　

　

ω
此
こ
つ
一の
事
實
備

妄

と

藁

、
最
近
・
・
年
曹

於
て
は
・
輕
葦

葺

一
碧

・
貨
夏

島

鵠

、



冨

の
、暮

、晴

及
婆

の
慧

総

書

向
っ
て
寡

勢

を
進
む
・
に
至
り
・而
・
て
奪

の
貨
物
及
霧

妄

、そ
れ
自
身
島

で
あ
を

考
ふ
る
よ
鼠

、む
し
ろ
晋

的
に
孕

る
謬

で
あ
ゑ

塁

.
§
"雪

窪

跡

一
部
σ滞
.
。..帥
…

・三

口
け
・
。口、・。5

暑

お

に
至
翼

、
斯
-
し
て
纂

茎

探

箋

畿
.
行
漕

の
窪

　哉層
を
向
け
た
%

に
反
・
、
今
義

・
は
蕩

　

亭

・

・ξ

・・
…

憂

・・
に
薯

潅

く
に
至
っ
を

.

云

ふ

て

い

る

〔
。

・

.、

ラ

境

に
+
八
世
紀

の
初
期
よ
り
始
ま
り
し
文
學
及
政
治
上
・
於
け
良

主
的
傾
向

繕

極

的

の

巨
一ぎ

「

、.
.誇

。。
。
昌
の
作
出

径

ふ
苦
獲

困
難
を
考
慮
に
入

を

に
至
・
し
め
た
似
・帥
ち
ア
ダ

ム
・
ス
三

以
前

の
多

瓢
謹

穀
難

墾

騨
胴甑勧繹
轄

難

鎌

舞
制欲

慧

學
誉

、
富
の
馨

捧

ふ
藷

塞

藷

慮
、に
入
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
・
・
然
る
昆

民
ま
的

.傾
向
の
結

果
、
袈

の
多
あ

舞

學
霞

、
人
・
の
欝

慧

を
空

・
に
、
轟

の
藷

を
も
考

へ
に
入
れ
る
に
至
つ

…㎞鰭

激
難

鍵
源
棚機
論
欝

欝

謙
叡鴛

ラ

.

鴇

あ

聖

に
し
て
今
嘘

璽

・
王
難

・・ξ

・「
し…

登

…

量

婁

・・言

　
q.ω慧

翻

己

な

つ

な

ぜ

　

ふ

の

で

あ

る

く
む

キ

　

く

コ

呈

。
理
由
・
よ
り
、
.警

、
.霧

警

・
富
の
概
書

到
達
・
瑳

が
・「
斯

く
の
如
↑
に
し
て
若
し
侮
宴

…
る
語
・ぜ
斯
學
の
羨

を
示
す
・
め
の
簡
…

要
薄

碧

表
否

し
て
保
革

・
な
…

密
な
る
語
は
合

論

説

‡

ナ
あ

寡

概
書

聖

て
三
.

第
霧
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走

}
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論

説

キ
ヤ
ナ

ン
の
富

の
概

念
に
焼
き
て
二

)

」

第

十
巻

(
第

一
號

七
六
}

七
六

助

.

の
或

歌
態

叉
は
有
様

を
意
味

し

な
る
古
き
意
味

に
還

つ
な
も

の
で
あ

る
ε
考

へ
な
け
れ
ば

菰
ら
な

い
、
」
即

ち
か
く

も

ら

セ

コ

.

て
彼
は
「
富
』
を
本
源
的

の
意
味

に
還
し
、
人
間

の
或
歌
悪
文
は
有
様

だ
云
ふ
主
観
的
の
も

の
ご
し
元
の
で
あ
る
。

も

や

も

以
上
余
は
、
彼
が
濁

特
な
る
蕾

」
の
主
観
化
を
主
張
す
る
理
由
を

明
に
し
た
か
ら
、
次

に
は
そ
の
概
念

の
意
味

を
明

に
せ
ん

か
爲

に
、
余

が
以

上
英

語

の
ま

、
に
用

ひ
来

り
し

口
け≡
σ
・
白

しり
p器

砕
n
け団。
コ

ぐ」
い
ふ
語
義

に

つ
い
て

少

し
く
遺

る
。
前
述

せ

し
如
く
彼

が
藪

に

長

年
図

ご
云

へ
る
ぽ

、普
通

我

々
か
敷
用

ざ
鐸
し

て
、
外
界

の
物

の
人

に

役
立

つ
性

質
を
意

味
す

ε
起
す

ε
こ
ろ

の
も

の
,ε
は
異

っ
て
み
て
、
彼

が
.ω陶
α
。。ず
。
二
。
目
ご
云

へ
る
も

の
ご
同
様

な

の
で
あ

る
。
卸
彼

が
此
前

語
に
よ
b
意
味

せ

ん
ε
す

る
ご

乙
ろ

の
も

の
は
h
外
界

の
も

の
即
ち

O
。
日
日
。
α
己
。
。・
(
貨

物

)並

に

ω
ゆ⊇
…8
m
(動
勢

)
・の
享

樂

に
よ

り

て
人
に
與

へ
ら
れ

た

る
快

樂
等

の
好

ま
し

き
作
用

で
あ
り
、
而

し

て
其

.作

用

は
特

に
.人

の
心

の
上

に
及

す
作
用
を
意

味

せ
ん

こ
す

る
も

の
で
あ

る
.豆

ム
ふ
ご

ざ
は

、
こ

の
結
論

の
理

由

ε

一
し
て
彼

が
以

上
述

べ
な

ご
こ
ろ

、
及

び
本

論

の
終

の
方

、
井

に
本
書

の
他

の
部

分
に
於

て
明
か

で
あ

る
。

同
様

に

.

し

て
ま
な
彼

が

亀
…旨
ユ
=曙

叉
は

臼
御
母
一・・"
o
【ご
口
重
云

へ
る
も

の
も
、
以

上

の
如

き

旨

=
ゼ

叉

は

ψ
p
肝
試
o
藍
。
臨
を

一
得

る
に
俘

ふ

て
、
人
聞

の
憂

く

る
苦
痛

及
困
難
師

団
δ

嚇
【二
聲
ユ
。・
「す
。
一∂6

δ
一二
ヨ
9
く
乱

ぎ

昏
。
n「留
けざ
p
。
「

…
…べ。器
。轟
聾
パ鱒
噂
。野
鶏
蟻
鰻
鷲
農
継麟
響
瓢
F翻
獣
蘇
離
隔
錘
轟

一

宏

妄

ふ
こ
乏

關
し
て
は
・
後
麦

説

く
著

し
て
・
.整

は

一
先
づ
之
で
止
め
て
撃

。

'
.

磁

一
・
垂

於
・
、
「
　

ξ

・一

・・
星

置

び吾

…

σ・コ・
喚
蒲

る
彼
の
「
富
」
の
懲

の

酬

動

禮

性
即
.『
。。
…

喜

茸

。　

・、旺

。
・
・9

。
査

」
も
略

明
に
さ
れ

を

思

ふ
。
師
管

於

て

そ

は

或

期
間

に

-

/
r



　
　

ラ

翻

す

る
も
の

で
あ

垂

を
述

べ
、
B

に
於

て
些

富
鷺

る

・・臨
ξ

・
・
ω
婁

窪

。
あ

　

　

〔手
段
.)
な

る
も

の
、

も

も

く

一
ぼ

貨
物
〔6
・…

・・二
・・)
の
み
な
ら
奇

祭

・罫

彦

も
含
む
べ
藁

翁

か
に
し
6

に
於
て
即
ち
全
姿

此

一

直

・
之
薔

物
及
嵩

　

人
聞
が
得
舟

足
・
・
そ
の
調
達
捧

・
て
人
婁

・
引
幕

垂

除
し
奮

の

　
で
な
け
れ
ば

な
ら

ぬ
事
を

明
か

に
し

な
の
で
あ

る
。

-

.

蔭

彼
の
富
の
馨

の
圭
蔀

言

…
一重

豊

ひ
云
ふ
事
に
就
い
て
饒

に
最
初
に
於
て
明
か
に
し
て
置
い
た

の
で
あ

る
む

依

っ
て
弦

に
彼

の
『
富
」
の
概

念

に
封
ず

る
真
意
を

}
指

し
て

云

へ
ば
、
次

の
如

↑
に
な

.る
。

や

ゆ

リ

カ

.

『
そ
れ
が
肚
塞

聾

し
て
の
人
間
に
せ
よ
、
又
倉

κ
已

て
の
入
閣
・
せ
よ
麦

観

望

し
て
の
人
間
に

.

せ
よ
、兎

に
角
、
或
人
聞

の
或
期
間
内

に
於
け

る
富

`
は
、
其
人
間
が
・
其
妙
跡
断
に
於
て
・
㌶
糎
及
び
動
勢
が

ら

ぬ

も

享
受
し
な
る
満
足
よ
り
、其
人
間

が
、
其
期
間
丙
に
於

て
、
か
、
る
積
極
附
満
足
を
得

る
爲
に
受
け
投
6
消
極
的
満

ぬ

し

.

足
即
ち
嘉

を
控
除
し
た
も
の
で
あ

・
」
。
か
一
て
自
己

の
蚕

」
は
、
自
己
の
得
π
る
・
斯
か
る
満
足
よ

り
斯
か
、

.

る
満
足
を
得

・
徳

自
己
が
受
け
た

・
藷

・
、
控
除
芒

も

・
で
あ
る
が
如

く
画

基

讐

「
富
」
は
・
園
民

全
讐

得
た
る
、
斯
か
・
満
足
よ
り
斯
か
・
満
足
を
得

る
爲
に
國
基

禮
葺

け
砦

苦
痛
を
・
控
除
し
允

も
の

で
め

る
階
級

の
富

に
つ
い
て
も

同
様

で
あ

る
。

彼

の
蕾

』
の
概
念
は
、
経
済
學
の
研
究
生
饗

し
て
の
富
の
概
念
で
あ
る
。
故
に
『
富
」
の
概
念
漉

す
此
彼
濁

ヤ

ヤ

や

あ

特

の
結
論
殊
走
「
富
」
の
主
観
化

は
、
直

に
彼

の
経
済
原
論
及
其
他

の
彼
の
墨
'説
に
重
大
な
る
影
響
を
及
し
、
そ
れ

等

の
も
の
に
、
同
・
羨

濁
特
な
る
色
彩
を
與
ふ
・
源
泉

暮

・
の
で
あ
る
。
余
は
進
ん
で
こ
の
黙

諾

及
し
併

…
せ
て

、

「
層
彼

の
富

の
概

念
を
明

に
し
や
う

ε
思

ふ
。
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